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1。　 ま え が き

　今年 3月 に土質関係 JISの
一

部 （9 規格） が部分

的 に改正 され た （土 と基礎 ， 1993年 5月号 ， pp．88

〜89参照）。 そ の 改正 の 主 な 目的 は ， 単位の SI化を

予告方式 で 明示す る こ と で あ っ た。当時 ， 学会 は

「土質調査法 」 の 改訂 に 向 け て ， 関係する規格 ・基

準 の 全般的 な見直し の 実施を決定し，作業 に着手 し

た ばか りで あ っ た の で ， こ れ ら の 改正 に当た っ て は ，

SI へ の 切換え に 必 要な SI 単位 に よ る数値 は ， そ れ

ま で の 規格 で参考併記 され た値 の ま ま と され た 。 た

だ し， そ の 数値に つ い て は ，
SI へ の 切 換 え 時 期

（平成 7 年 3 月31 日）ま で に 学会 が 再度見直 し を行

うこ と や 文章表現 の 再検討 な どの 方針 が示 され た 。

　現在 ， 学会 で は 「土質調査法 」 の 改訂 に 向けて ，

土質調査関係 の 規 格 （JIS検討委員会担 当）， 基準

（土質調査 基準検討委員会担 当） の 改正 ・新 規 制 定

を含 め た全般的 な見直 し作業が進 め られ て い る 。 今

回公 示す る規格 （JIS）は見直 し改正 され た土質調査

法 に関す る 次 の 三 っ で あ る
。

　   　土 の 標準貫入試験方法

　   　オ ラ ン ダ式二 重管 コ
ー

ン 貫入試験方法

　   　 ス ウェ
ーデ ン 式サ ウ ン デ ィ ン グ試験方法

　 以下 に
， 各規格素案 の 主な改正点 とそ の 全文 を提

示す る 。 こ こ に公 示す る規格素案に つ い て の 意見は

書面に て平成 5 年11月30 日ま で に 土質工 学会基準部

宛 に提 出い た だ き た い
。

な お ，
こ れ ら素案は

， JIS

改正原案 と し て所管官庁 健 設省） に提出され ， そ

の 後所定 の 手 続き を経 て ，規格改正 が確定 し施行 さ

れ る の は ， 平成 6 年度末に なる見込み で あ る。
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2． 主 な改正点

2．1JIS 　A ．1219標準貫入 試験方法

（1） 1．適用範囲で は ， こ の 試験 の 目的を明確 にす

　 るた め に，「土層の 構成 を判定す る た め」 の 句

　 を加 え る とともに ， 土試料 の 採取に つ い て も明

　 記 した 。

  　3．試験装置及 び器具 で は ， 3．1 試験孔 掘削装

　 置の 次に3．2 標準貫入試験機 を加 え て ， そ の 概

　 要お よ び構成器具 の 説 明を行 っ た 。 な お ハ ン マ

　 ー の 自由落下 の 方法 が 改善 され つ つ あ る状況に

　 か ん がみ，図 2 と図 3 は ， そ れ ぞれ ノ ッ キ ング

　 ヘ ッ ドの例お よび ハ ン マ
ーの 例 とした。

（3＞ 4．試験方法 に お け る題名お よび条文中の 厂ボ

　 ーリ ン グ」 お よび 「ボ ー
リ ン グ孔 」 は用語 の 意

　 味を明確 に する た め ， す べ て 「試験孔掘削」 お

　 よび 「試験孔」 に変 え た 。

（4） 43 試料 の 観察及 び整理 を 5．記 録及 び整理 と

　 し，
こ の 中に 5．11V 値の 記録 と 5．2 採取 試料

　 の 観察結果 の記録 を含 め た。

  　こ の 試験 が建設工 事等 の 現場 に かかわ る土質

　 調査 の
一
環であ る こ と か ら，6．報告に は 厂地 点

　 番号 」，

「地 盤高」，

「試験 日」，「試験者」 を含 め

　 た 。

（6） 図 の 寸法表示 をす べ て mm に統一し た 。

2．2JIS 　A 　1220オ ラ ン ダ式 二 重管 コ ーン貫入試

　　 験方法

（1） 1．適用範囲 に ，

「土層 の 構成を判定する た め 」

　　の 句を加えた。

　　　なお ， 備考 に ， 従来単位 ｛｝で 付 け る こ と
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　（参考値）を明記 した の は ，
こ の 改正 が ，

SI単

　 位を規格値 とす る こ とにな る平成 7 年 4 月 1 日

　 に発効す る こ とを 目標 と し た もの で ある こ とか

　 ら，現揚等 にお ける混乱や ミ ス を防 ぐた め に と

　 られ た経過措置 で ある 。

  　2．用語の 定義 の 箇条を設け ，
コ ーン貫入抵抗

　 を定義した 。

  　3。試験装置及 び器具で は ， 初 め に こ の 試験機

　 の 全体構成を記述 し ， そ の 後に構成器具お よび

　 装置の 説明を行 っ た 。 試験機 の 種類に対応す る

　 最大圧入力 は ， 装置の 容量 を示す もの で あ るか

　 ら， 許容 で きる範囲で 丸めた値 とした。

（4＞ 図 3 の 表題 を貫入及 び測定の 操作 に変更する

　 とともに
， 図中の 「コ ーン の 最大動きしろ」の意

　 味を明確にす るた め図 1 に 移 し ， 注記 とした 。

  　5．記録及び整理で は ， ほ か の 規格 ・ 基準 との

　 整合 をは か り， 図示方法の 任意性を考慮 し て ， 、

　 試験結果 の図示 の 箇条を削除した。

  　6．報告 の 箇条 を設 けた 。

2．3JIS 　A 　1221ス ウ ェ
ーデ ン式サウン ヂ ィ ン グ

　　 試験方法

a） 1．適用範囲 に 「土層の構成 を判定す るた め」

　 の 句 を加 えた 。 なお ， 前節と同じ理 由か ら
， 従

　 来単位 の 付記に関す る備考を設け た。

  　2．用語の定義 の 箇条を新 た に 加 え ， JVsm ，

　Nsv お よび こ れ ら の 総称 と し て の 静的貫入抵

　抗 を定義 した 。

（3） 3．試験装置及 び器具で は ， 初 め に こ の試験機

　の 全体構成を記述 し ， そ の 後 に構成器具及び装

　置 の 説明 を行 っ た。

（4） 現在進行 し て い る こ の 試験 の 自動化 を考慮 し

　て
， 本文で は 「お もり」 の 替わ りに 「載荷装置」

　の表現 を用 い た。荷重 の 段階 として は丸め た値

　を採用 し た 。 例 えば ，
100kg の お も りに よる載

　荷 と載荷装置 に よ る 1kN の載荷 との荷重の 差

　は ， 現場調査 にお い て今 日こ の 試験に 期待され

　 る精度 の 範囲内に ある と考 え られ る 。

　　 なお ， 人力 に よ る載荷 ， 回転お よ び 引抜き に

　関して は
， 当該箇条の末尾 に備考（規格 の

一
部）

　ま た は参考 （規格に関連 する 事項を補足する も

　 の で，規格 の
一部で はな い ） とし て従来型 の 器

　具及び方法を示 した 。 そ の た め ， 図 2及び図 3

　 は，それ ぞれ 「お も りの 例」 及び 「試験機の例 」

　 とした。

  　5．記録及 び整 理 で は ， 試験結果 の具体的な図

　化に 関する条文 を削除 し た 。 従 っ て，図 4お よ

　 び図 5 も削除 し た 。

（6） 6．報告 の 箇条を設 けた 。

日本工 業規格 （素案）

土 の 標準貫入試験方法

JIS
A1219 − 1990

Method　for　 Standard　Penetratio皿 Test

　1． 適用範囲　こ の 規格は
， 標準貫入試験機を用

い て
， 原位置に お け る土 の 硬軟 ， 締ま り具合又 は土

層 の 構成を判定す る た め の N 値を求め る と ともに，

土試料 を採取す る貫入試験方法 につ い て規定する 。

　備考　こ の規格 の引用規格を， 次に示す。

　　　　JIS　M 　1409　 試す い 用 ロ ッ ド （ポー
リ ン

　　　　　グ ロ ッ ド）

　　　　JIS 　M 　1410　 試す い 用 ロ ッ ドカ ッ プ リ ン

　　　　　グ（ボー リ ン グロ ッ ドカ ッ プ リ セ グ）

　2　 用語の 定義　こ の 規格 の 中で用い る主な用語

の 定義は ， 次 の とお りとす る 。

96

N 値　質量 63．5kg の ハ ン マ
ー

を 75　cm 自由落下

させ て ロ ッ ド頭部を打撃 し，
ロ ッ ド先端に取 り付け

た標準貫入試験用サ ン プ ラ
ー

を地盤 に 30cm 打 ち込

む の に要する打撃数 。

　3．　 試験装置及 び器具　試験装置及び器具 は ， 次

の と お りとす る 。

　3．1 試験孔掘削装置　試験孔掘削装 置 は，原則

と し て 直径 6．　5−一・　15　cm の 試験孔 を掘削で き る ボー

リン グ機械
一式 とす る 。

　3．2 標準貫入試験機　標準貫入試験 機 は ， 地盤

の N 値 を求 め る とともに土試料 の 採取 が で きる もの

土 と基礎，41− 9 （428）
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と し
， そ の 器具 は 次の と お り とする

。

（1） 標 準貫入試験用サ ン プラ ー　標準貫

　　入試験用 サ ン プ ラ
ーは， シ ュ

ー，二 つ

　 割 り に で きる ス プ リ ッ トバ レ ル 及び コ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 唱 暫　 φ

図 1　 標準貫入試験用 サ ン プ ラー

ン ユ
H

　角ね じ18山／
’
25．4mm ス プ リ．ノ トパ レル

　 　 　 　 　 　 単位 mm

角ね ヒS山〆25，4mm
コネクタ

…
ヘ ッ ド ロ ッ ドカ．ノ プ リン グ

水抜孔　角ねじ　ロ ツ ド

　　図 1 に 示す 寸法 の も の とす る 。

　（2） ロ ッ ド及 び ロ ッ ドカ ッ プ リン グ　ロ

　　 ッ ドは ，JIS　 M 　1409に規定す る 呼び

　　径40．5又 は42 の もの とす る 。

　　　 また ，
ロ ッ ドカ ッ プ リ ン グ は， JIS　 M 　1410

　　に規定す る呼び径40．5又 は42の もの とす る 。

　（3） ノ ッ キ ン グヘ ッ ド　ノ ッ キ ン グ ヘ ッ ドは，ハ

　　 ン マ ーの打撃 を直接受け る鋼製 の もの で ，

一
例

　　 を図 2 に 示 す 。

　（4） ハ ン マ
ー
　 ハ ン マ ー

は，質量が 63．5kg の 鋼

　　製の も の で
，

一
例 を図3 に示す 。

　  　落下 器具　落下器具は，ハ ン マ
ー

を持ち 上げ

　　て ，自由に落下 さ せ る こ とがで き る も の とする 。

　4．　 試験方法 　試験方法は ， 次 の とお り とす る。

　4．1　試験孔掘削　試験孔掘削は ， 次の とお り行

う。

（1） 標準貫入試験 の た め の 試験孔は，原則 と して

　　直径 6．5〜 15cm とす る。

（2） 所定の 深 さま で試験孔 を掘削す る 。

  　試験孔底 の ス ライ ム を取 り除 く。

  　  及 び   の 作業に お い て は ， 孔底 以下 の 地 盤

　　を乱 さな い よ うに注意 し な けれ ばな らな い 。

4．2　標準貫入試験　標準貫入 試験は ， 次の と お

り行 う。

（1） サ ン プ ラ ーを ロ ッ ドに接続 し，静かに孔底 に

　 降ろ す 。

  　ロ ッ ド上 部 に ノ ッ キ ン グ ヘ ッ ド及び ガ イ ド用

　　の ロ ッ ドをつ け る。

（3） ノ
・ン マ

ー
の 打撃によ っ て 15c皿 の 予備打 ち，

　 30cm の 本打ち ， 約 5cm の 後打 ちを行 う。 た だ

　　し，後打 ち は ， 揚合 に よ っ て省略 し て もよ い
。

　　 こ の 時 ， 本打 ち の 開始深 さ及び終了深 さを測

　 定す る 。

  　本打ち の 場合 ，
ハ ン マ ーの 落下高 は 75cm と

　　し ，
ハ ン マ ーは 自由落下 させ る。

  本打ち に お い て は ， 打撃 1 回ご との 累計貫入

　 量 を測定す る 。 た だ し ， 1 回の貫入量が 2cm

ネ ク タ ー ヘ ツ ドか 嬾 製蝋
一

些 ＝ 三

September ，　1993

一s
− 810

⊥
ic

・・

各 部 全　長
シ ュ

ー長

　 吼

バ レ ル長

　 西

ヘ ツ ド長
　 ε

外 径
　 〔z

内　径
ε

シユー角度

　 ¢

寸 法 81075560175513519 “
47
「

図 2　 ノ ッ キ ン グ ヘ ッ ドの 例

　 　 　 　 　 　 　 　 単位 mm

　

「
8
」

図
一 3　 ハ ン マ ーの 例

単位 mm

鉄鎖（
1
）

ル ト

　 　 　

　 　 　

　　　　tz｛i）鉄鎖の質量 は，ハ ン マ
ー

の質量（63．5  ）
　 　 　 　 　 に含めない 。

　宋満 の場合 は ， 貫入量 10cm ご との 打撃数を測

　定 して もよ い
。

  　本打ちの 打撃数 は ， 特 に 必要 の な い 限 り50回

　を限度と し
， そ の 時の 累計貫入量 を測定す る 。

（7） 測定を終了 し た後 ， 地表に サ ン プ ラ
ー

を上 げ，

　シ ュ
ー及び コ ネク タ ー

ヘ ッ ドを取 り外 し ，
ス プ
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　　 リ ヅ トバ レ ル を二 つ に割 り， 採取試料 の 観察を

　　行 う。

　（8） 代表的な試料 を透明 な容器 に密封す る。

　5．　記録及 び整理 　試験結果 の 記録及び整理 は
，

次 の とお り行 う。

　5．1N 値の 記録　N 値は ， 次 の とお り記録す る 。

　（1） 本打ち開始深 さ及び 本打 ち終 了深 さを記録 す

　 　 る。

　  　打撃数 と累計貫入量 の 関係を図示す る。

　（3） （2）の図か ら， 本打ち 30cm に対す る打撃数 に

　　近 い 整数値 を読 み取 り， N 値 とし て記録す る 。

　5．2 採取試料の観察結果の 記録　採取試料 の 観

察結果 は ， 次 の とお り記録す る
。

　（1） 4．2（7） の 観 察結果 を記録す る 。

　  　試料を密封 した 容器 に ， 地点番号 ， 試験深 さ，

　　N 値 ， 土質名等 の 記載を行 う。

　6．　 報告　試験結果 に つ い て は ， 次 の 事項を報告

す る。

　（1） 地 点番号

　（2） 地盤高

　  　試験日

　  　試験者

　  　本打ち開始深 さ及び本打 ち終了深 さ

　  　打撃数 と累積貫入量 の 関係を示す 図

　（7） N 値

　  　採取試料の 観察結果

日本工 業規格 （素案）

オ ラ ン ダ式 二 重管 コ ー ン 貫入 試験方法

JIS

A1220 − 1990

Method 　for　Dutch　Double−tube　Cone　Penetration　Test

　1．　適用範囲　 こ の 規格は ， オ ラ ン ダ式 二 重管 コ

ー
ン 貫入試験機を用 い て ，原位置 にお け る 土 の 硬軟，

締 ま り具合又 は土層 の 構成を判定す る た め の コ
ーン

貫入抵抗を求め る貫入試験方法に つ い て 規定す る 。

　備考　こ の 規格 の 中で ｛｝を付 けて示 し て あ る単

　　　　位 ， 数値及び式は ， 従来単位系 に よ る もの

　　　　で あ っ て ，参考 と し て 併記 し た もの で あ る。

　2．　用語の 定義　こ の 規格 の 中で用 い る 主な

用語 の 定義は，次 の と お り とす る 。

　 コ ーン 貫 入抵抗　 マ ン ト ル コ
ー

ン を 1cm ／s

の 貫入速度で 5cm 連続的に押し込 ん だ 時 に ，

コ ー ン 底面に作用す る 貫入抵抗 。

　3．　 試験装置及 び器具　試験装置及び器具は ，

次 の とお りとす る 。

　3．1　オラン ダ式 二 重管 コ
ーン貫入試 験 機　オ ラ

ン ダ式 二 重管 コ ー
ン 貫入試験機は，貫入先端， ロ ッ

ド， 圧 入 ・計測 ・固定装置か らな る 。
ロ ッ ド部分は

二 重管構造 と し ，
コ
ー

ン貫入時 に ロ ッ ド周面 に作用

す る摩擦 を分離 し て ，
コ ーン貫入抵抗が求め られ る

も の とす る 。 そ の 種類は，最大圧入力 100kN ｛10tf｝

及び 20kN ｛2tf｝の も の とす る。

　（1） 貫入 先端　貫入先端 は図 1 に示 す形状 ・寸法

98

と し ， 外管接続部及び こ れ と滑 らか にす り合 わ

せ て滑動 で きる マ ン トル コ ー ン か らな り， 共に

摩耗 し難 くか つ さび難 い 材料で な けれ ば な らな

い 。
マ ン トル コ ーン先端部の コ

ー
ン は ， 先端角

60
°

及び底面積 10cm2 とす る 。

図 1　 貫入 先端

単位 mm

　 　 　 　 澄
n

マ ン トル コ
ー

ンの 最大動きしろ を示す、

  　ロ ッ ド　ロ ッ ドは ， 鋼製 の 内管及び 外管か ら

　な り， 図 2 に示す形状 ・寸法で ， 上部か らの 最

　大圧入力の 範囲で 測定に 支障 をきた さな い も の

　 とす る。

　　 ロ ッ ドの 1本 の 長 さ は 1000mm と し ， そ の

　径は 次の とお りとす る 。

（a ） 100kN ｛10tf｝用 外管　外径 36　mm
， 内径 16

　 mm

（b） 100kN｛10tf｝用 内管　外径 15　mm
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図 2　 ロ ッ ド
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　（c） 20kN ｛2tf｝用外管　外径 28　mm （た だ し継

　　手 部外径 36mm ）， 内径 ユ6mm

　（d〕 29kN ｛2tf｝用 内管　外径 15　mm

　 （3） 圧入 装置　各試験機 の 圧入装置は ，所定 の 圧

　　入速度 を与 える も の で ， そ の 最大圧 入力 は そ れ

　　ぞ れ 100kN ｛10tf｝及び 20　kN ｛2tf｝とす る 。

　　　ま た，内外管を同 時に か つ 個別に 圧入で き る

　　機構 と引抜 き装置 を もつ も の とす る 。

　（4） 計測装置　各試験機 の 圧 入力 の 計測装置は，

　　予 想され る地 盤 の 強さに応 じて ， 必 要な容量 と

　　精度 を もつ も の とす る 。

　  　固定装置　固定装置は 圧 入装置 を固定 す る も

　　の で ， 押込 み に必 要な反力に十分耐 え られ る も

　　の とす る 。

　4． 試験方法 　試験方法は ， 次の とお りとする 。

　4．1 圧入装置の 据付 け　圧入装置 は ， 圧入 時 に

浮 き上が っ た り傾斜す る こ との な い よ う固定装置で

止 め，測点上 に 鉛直に据え付け る。

　4．2　貫入先端及 び ロ ッ ドの取付け　 貫入先 端 を

ロ ッ ドに緩み の な い よ うに接続 し，
ロ ッ ドの 上端を

圧入装置に取 り付 け る 。

　4．3 貫入 及 び測定 測定 の 際 の 貫入 速度は 1cm ／s

と し， 測定間隔は 25cm とす る。貫入及び測定 の 操

作は ， 次の とお り とす る（図 3参照）。

　（1） 外管 を押 し，貫入 先端 を測定深 さ ま で 貫入す

　　る 。

　  　そ の 位置 で 内管 を押 し ，
マ ン トル コ ーン だ け

　　を約 5cm 貫入 した 時 の 圧 入力 （Q 。d）を読み取

September ．1993

1貝淀 開始深さ

Qrd読取り深さ

　 　 る。

　（3） こ の 深 さの 測定 が終わ っ た 後，最終測定深 さ

　　 ま で （1）及 び   の 操作を繰 り返 す 。

　  　測定 の 際 ， 内管が 自重で沈下する揚合は，沈

　　下 の 状況を観察 し，内管 自沈 と し て ，そ の 深 さ

　　 の 測定 を終わ る 。

　   　測定 の際 ， 内管及び外管が 自重で 沈下す る場

　　合は ，内管が浮上 して くる深 さま で，次 々 と内

　　外管を足 し て圧入 を続 け ， そ の 間は内外管 自沈

　　 と し て ， そ の 深 さ の 範囲の 測定 を終わ る
。

　4．4 引抜 き及 び点検 最終深 さま で の 測定 を 終

了 し た後 ， 貫入先端及 び ロ ッ ドを引き上 げ て取 り外

し，異常 の 有無 を点検す る
。

　5．　 記録及 び整理　試験結果 の 記録及び整理 は ，

次の と お り行 う。

　5．1 記録　4．3で 得 た圧 入力 （Q 。 d）を各 深 さ に

つ い て読 み取 り， 各々 の 圧入力 と測定 の 深 さを記録

す る。貫 入 中に 土 の 硬軟及 び 土 質に変化 が あ っ た と

思 わ れ る と き は ， そ の 状況 を記録す る 。 内管 自沈若

し くは 内外管 自沈 の 揚合 は，そ の 区分 と状況 を記録

す る。

　 5．2　計算　土 の コ ー ン貫入抵抗 （qc）は ， 次 式 に

よ っ て 計算す る 。 ただ し，内管 自沈の 場合は，そ の

必 要が な い
。

　 　 Qegc
　＝＝

了

Qc＝Qrd十 mR ・9

｛QcニQ ，d ＋ VVR｝
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　 mR ＝n 。m ・1÷ mo

｛lvκ
＝n ・Wt ＋ Wo ｝

こ こ に，

　 9c ： コ ーン 貫 入 抵抗 （kN ／m2 ）｛kgf／cm2 ｝

　 Qc ： マ ン トル コ ーン 貫入力 （kN ）｛kgf｝

　 A ： コ ー
ン底面積 （m2 ）｛cm2 ｝

　 Qrd ；圧 入 力 （kN ）｛kgf｝

　 MR ： 内管全質量 （kg）

　　9 ： 重力加速度 （9・81　mfs2 ）

　 VVR ： 内管全重量 （kN ）｛kgf｝

　　 n ；内管 の 使用本数 （本）

　 MI ：内管 1本 の 質量 （kg）

　　 mo ： マ ン トル コ
ー

ン 質最 （kg）

　　 W ，：内管 1 本の 重 量 （kN ／本）｛kgf／本｝

　　 Wo ： マ ン トル コ
ー

ン 重量 （kN ）｛1｛gf｝

　6． 報告　試験結果 に つ い て は ， 次 の 事項 を報告

す る 。

　（D　地点番号

　  　地 盤高

　  　試験 日

　  　試験者

　（5） 測定記録

　  　コ
ー

ン 貫 入抵抗 の 深 さ分布図

日本工業規格 （素案）

ス ウ ェ
ー デ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グ試験方法

JIS
A1221 − 1990

Method 　for　Swedish　 Weight 　Sounding　Test

　1． 適用範囲　こ の 規格は ，
ス ウェ

ーデ ン 式サ ウ

ン デ ィ ン グ試験機を用 い て ， 原位置に お け る土の硬

軟 ， 締ま り具合又は土層 の 構成 を判定する た め の 静

的貫入抵抗 を求 め る試験方法に つ い て 規定する 。

　備考 　こ の規格の 中で ｛｝を付け て 示 して あ る単

　　　　位及び数値 は ， 従来単位系に よ る も の で あ

　　　　 っ て
， 参考と し て 併記 し た も の で あ る 。

　2，　用語 の 定義　こ の 規格 の 中で用 い る主 な用語

の 定義 は ， 次の とお りとす る 。

　（1） IVsrv　 lkN ｛100　kgf｝以下の荷重で 貫入する

　　場合の 荷重。

　（2） Nsrv　 W8w ＝1kN ｛100kgf｝の 荷重で 貫入が

　　止 ま っ た後 ， 回転 に よ り所定 の 目盛線ま で 貫入

　　さ せ た時 の 半回転数か ら換算し た 貫 入量 1m 当

　　 りの半回転数 。

　（3） 静的貫入 抵抗 　LVsva及び i＞梛 の 総称 。

　 3． 試験装置 及 び器具 　試験装置及 び器具 は ， 次

の とお り とす る 。

　3．1 ス ウ ェ
ーデ ン 式 サ ウ ンディ ン グ試験機　ス

ゥ ェ
ーデ ン 式サ ウ ンデ ィ ン グ試験機は ，

ス ク リュ
ー

ポ イ ン ト，
ロ ッ ド， 載荷 ・回転 ・引抜 き装置か らな

り， ス ク リ ュ
ーポイ ン トに ロ ッ ドを介 し て荷重を載

荷 し た時 の 荷重と貫入 量 の 関係，及び 1kN ｛100kgf｝

の荷重で 貫入停止 後 ロ ッ ドを回転 させ た とき の ， 回
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転数 と貫入量 との 関係が求 め られ る も の とする 。

　（1） ス ク リュ
ーポイ ン ト　ス ク リ ュ

ーポ イ ン トは ，

　　摩耗 し難 い 特殊鋼製で ， 図 1 に示す形状の もの

　 　 とす る 。

　  　ロ ッ ド　ロ ッ ドは ， 鋼製で 次の とお りとし ，

　　い ずれ も ロ ッ ド連結端か ら 25cm ご と に 目盛 が

　　 あ る もの とす る 。

　　（a） ス クリ ュ
ーポイ ン ト連結 ロ ッ ド 径 19mm

，

　　　 長さ 80cm

　　（b） 継足 し ロ ッ ド　径 19mm ，長 さ 100cm

　（3） 載荷装置　載 荷 装 置 は ，
ロ ッ ドに 50N ｛5

　　kgf｝，　150 　N ｛15　kgf｝，　250　N ｛25kgf ｝， 500　N

　　｛50kgf｝， 750　N ｛75　kgf｝及び 1kN ｛100　kgf｝の

　　荷重 を載荷 で き る もの とす る 。

　備考 　載荷装置 に お も りを用 い る場合は ， 載荷用

　　　　ク ラ ン プにお もりを載荷す る
。

こ の 場合，

　　　　載荷用 ク ラ ン プ は
，

ロ ッ ドの 任意 の 位置に

　　　　固定し，所要 の 載荷が で きる もの で ， 質量

　　　　 は 5kg とす る 。

　　　　　また，お も りは図 2 に示す鋳鉄製の も の

　　　　で ， 質量 10kg の もの を 2 個，
25kg の も の

　　　　 を 3 個 とす る。

　　　　　 なお，こ の揚 合の 試験機 を図 3 に 示す 。

　  　回転装置 　回転装 置 は ，
1kN ｛100　kgf｝の 荷
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　重 に よ る貫入 が停止 し た後 ， 荷重を保持し た ま

　 ま右回 りで 回転 させ る もの で ， 回転速度は 1 分

　 間 に50半回転以下 とす る 。

備考　人力 に よ る場合は ，
ロ ッ ド頭部に ハ ン ドル

　　　等を取 り付 け て 回転 させ る （図 3参照）。

  　引抜 き装置 　引抜き装置 は ， 試験が終了 した

　後 ス ク リ ュ
ーポ イ ン ト付き の ロ ッ ドを引 き抜 く

　 もの で ， 引抜 き力は 5kN ｛5（X）kgf｝程度 の も の

　 とす る
。

参考 　引抜 き装置 に は （4＞の 回転装置を利用す る も

　　　 の が あ る が，入 力 に よ る 方法 に は 三 又 とチ

　　　 ェ
ー ン ブ ロ ッ ク ， 若 し くは ク ラ ン プ等 を用

　　　 い た て こ に よ り行 う揚合 もある。

4．　 試験方法 　試験方法は ， 次の とお りとす る 。

（1） ス ク リ ュ
ーポ イ ン ト連結 ロ ッ ドの 先端 に ス ク

　 リ ュ
ーポ イ ン トを取 り付 け ，

ロ ッ ドに 載荷装置

　 を固定 し ， 調査地点上 に鉛直に 立 て て 支 え る。

備考　貫入時に 載荷装置が地盤に め り込 む 恐れ の

　　　 あ る場合 は ， 予 め底板等 を設置 し，め り込

　　　 み を防止 す る。

〔2） 最初に 50N ｛5kgf｝の 荷重を載荷す る 。

  荷重 で ロ ッ ドが地中に貫入す る か ど うか を確

　か め，貫入 す る場合 は貫 入が止 ま っ た時の 貫入

　量 を測定 し ， そ の 荷重 の 貫入量 とす る 。

　　ま た ，こ の 時 の 貫入状況 を観察す る
。

  　次々 と荷重を増加 し て   の 操作 を繰 り返す 。

　荷重 の 段 階 は ，50N ｛5kgi ｝，150　N ｛15kgf｝，

　250N ｛25　kgf｝，
　 SOO　N ｛SO　kgf｝，

750N ｛75　kgf｝

　及び lkN ｛100kgf｝とする 。

（5） 載荷装置下端が地表面に 達 し た ら， 荷重 を除

　荷 し ，
ロ ッ ドを継 ぎ足 し ， 載荷装置を引き上 げ

　て 固定 し（4）の 操作 を行 う。

（6） 1kN ｛100　kgf｝で ロ ッ ドの 貫 入 が 止 ま っ た場

　合 は ， そ の 貫入量 を測定 し た 後，鉛直方向 の 力

　が加わ ら な い よ うに ロ ッ ドを右回 りに回転 させ ，

　次 の 目盛線ま で貫入 させ る の に要する半回転数

　 を測定す る 。

図 1　 ス ク リ ュ
ーポ イ ン ト

　 　 　 　 　 　 　 　 　 単位 mm

斷 ＿ 溢コ
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，　1993

一
一 ミ

き「

図 2　 お も りの 例
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図 3　 ス ウ ェ
ーデ ン 式 サ ウ ン デ ィ ン グ試験機 の 例

D 章位 mm

〔D ハ ン ドノレ

  お も1）

  載荷用クラン プ

  底板

  継足しロ ッ ド

  ス クワユ
ーポイン ト

　 連結ロ ッ ド

（D ス クリュ
ー

ポイン ト

　　な お ， こ れ 以後 の 測定 は ，
25cm （目盛線）

　ご と に行 う。

（7） 回転貫入 の 途中で ， 貫 入速 さ が急激に 増大 し

　た場合 は ，回転を停止 し て ，
1kN ｛100　kgf｝の

　荷重 だけ で 貫入す る か ど うか を確か め る。貫 入

　する場合 は   に，貫入 し な い 場合は  に 従 っ て

　以後 の 操作 を行 う 。

（8） 回転貫入 の 途 中で ， 貫入速 さが急激に減少 し

　た 場合は，それ ま で の 貫入量 と半回転数 を測定

　し，貫入 を続け る 。

  　 ス ク リ ュ
ーポイ ン トが硬 い 層に達 し ， 貫入量

　5cm 当 りの 半回転数が 50回以上 とな る 揚 合 ，

　 ロ ッ ドの 回転時の 反発力 が著し く大き くなる場

　合 ， 若 し くは大き な石 な ど に当 りそ の 上 で 空転

　す る場合 は測定 を終 了する 。

  　測定終了後 ， 載荷装置を外 し ， 引抜き装置 に

　よ っ て ロ ッ ドを引 き抜き ， 数 を点検 し ， ス ク リ

　 ュ
ーポ イ ン トの異常 の 有無を調べ る。
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　5．　 記録及 び整理 　試験結果 の 記録及び整理 は
，

次 の とお り行 う。

　（1） 荷重 だ け に よ っ て 貫入 が進 む場合は ，荷重 の

　　大き さ （VVSI｛・）とス ク リ ュ
ーポイ ン ト先端の 地

　　表面か らの 貫入深 さ（D ）を記録 し ， そ の ときの

　　貫入量 を求め る 。

　（2） 荷重 1kN ｛100kgf ｝で ， 回転 に よ っ て 質入 が

　　進む場合は
， 半同転数 （psa）に 対応す る 貫入後

　　 の ス ク リ ュ
ーポ イ ン ト先端 の 地表面か ら の 貫入

　　深 さを記録 し，そ の と きの 貫入量（L ）を計算す

　 　 る。

　（3） 貫入量 に対応す る半回転数は ， 次の 式 を用 い

　　て 貫入量 lm 当 りの 半 回転数C＞椰 ）に換算す る。

　　　なお ， 貫入量 1m 当 りの 値は最 も近 い 整数に

　　丸め る。

　　 N 鉚
＝10隻1＞、

　 　 　 　 　 　 L

　　 ム が特に Z5　cm の 場合は　f＞s −
＝ 4N “

　 こ こ に，

　　 Nsve ： 貫入量 1m 当 りの 半回転数 （回／m ）

　　　 Na ： 半回転数 （回）

　 　　 L ： 貫入量 （cm ）

　（4） 貫入速 さが急激 に増大 し た り減少 す る 場合は，

　　貫入 の 状況 を記録す る 。

　  　試験結果 は ， 荷重 ， 半 同転数 ， 貫入量 1m 当

　　りの 半回転数及び 試験状況 に関する記事を記録

　　す る 。

　6．　 報告　試験結果 に つ い て は ， 次の 事項を報告

す る 。

　（1） 地点番号及び 位置

　  　地盤高

　  　試験 日

　  　試験者

　  　載荷装置及び 囘転装置の 種類

　  　測定記録，計算表及び 試験状況に 関す る記録

　（7） 静的貫入抵抗（VVsw，
　 N δの の 深 さ方向分布図
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